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日本再生戦略 

 ○ 東日本大震災と東京電力第一原子力発電所事故を超克 
 ○ 「新成長戦略」の徹底検証と強化・再設計を実施 
 ○ 「共創の国」： 
    社会の多様な主体が、能力や資源を最大限に発揮し、創造的結合によって 
    新たな価値を創造していく。すべての人に「居場所」と「出番」があり、女性、 
    若者、高齢者等、全員参加、生涯現役の社会。 
 
     

日本再生戦略 

①「被災地の復興なくして日本の再
生なし」、「福島の再生なくして日本
の再生なし」という強い決意の下、
被災地の復興を優先的・重点的に
実行 

②グリーン（エネルギー・環境）、ライ
フ（健康）、農林漁業（６次産業化）等
の重点分野は、中小企業の活力を
最大限活用しつつ、限られた政策財
源を優先的に配分 

③2020年度までの平均で、名目成
長率３％程度、実質成長率２％程度
を目指す 
デフレからの早期脱却、急速な円高
の進行への対応 

④縦割り・前例踏襲・前年実績主義の予算
編成から脱却し、施策中心、横割り（横串）
の予算編成を徹底 

⑤厳しい進捗管理やそれに基づく見直しを毎
年実施し、ボトルネックを解消させ、具体的成
果を実現する 

基本方針 

～ フロンティアを拓き、「共創の国」へ ～ 
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日本再生戦略 概要 
４つの日本再生プロジェクト  

 ６次産業化による農林漁業の活性化 
 意欲ある若者や女性等の就農促進 
 輸出促進と日本の食文化の発信 

 グリーン、ライフ、農林漁業を担う中小企業の活力向上  
 きめ細かなサービスや商品の新たな提供 
 中小企業の活躍による日本ブランド再生 

革新的エネルギー環境社会の 
実現プロジェクト 

世界最高水準の医療・福祉の 
実現プロジェクト 

６次産業化する農林漁業が支える地域
活力倍増プロジェクト 

ちいさな企業に光を当てた地域の核と
なる中小企業活力倍増プロジェクト 

 多様な分野でのエネルギー技術のイノ  
 ベーションによる新産業の創出や産業 
 構造の変化 
 再生可能エネルギーの導入促進 

 医療、介護、生活支援サービス等の包括提供 
 革新的医薬品・医療機器の創出 
 医療システム等の海外展開 

【日本再生プロジェクトの考え方】  ◆深刻なエネルギー制約、超高齢社会の到来等の課題を需要の創出へ導く新たな経済社会構造を構築 
                      ◆地域に根付いた一人一人や中小企業が、可能性を最大限に発揮して世界にも発信できる地域社会を構築 

１１戦略と３８重点施策 ～戦略ごとに重点施策を設定～ 

グリーン 
（グリーン部素材、次世代
自動車、蓄電池など） 

ライフ 
（創薬支援、薬事法改正、

機関特区など） 

科学技術イノベーション・
情報通信 

（研究拠点形成、オープン 
ガバメントなど） 

中小企業 
（経営面の知識サポート、 

起業・創業タイプ別支援など） 

農林漁業再生 
（戸別所得補償、農地集積、 

6次産業化など） 

金融 
（国民金融資産の形成
支援、アジア金融セン

ターなど） 

観光立国 
（入国審査の迅速化、 
オープンスカイ、LCCなど） 

アジア太平洋経済 
（パッケージ型インフラ海外展開、 
ボリュームゾーン獲得など） 

生活・雇用 
（若者、女性、生活支援など） 

人材育成 
（高等教育抜本改革、グロー

バル人材など） 

国土・地域活力 
（総合特区、災害対策など） 

世界における日本の 

プレゼンス強化（「人間の安
全保障」の実現など） 

 
○原則年度ごとに工程と達成目標を明記 
○新成長戦略フォローアップ結果をふまえ、 
 ボトルネックを解消 
○2020年の大目標に加え、2015年度の中間目標 
 を新たに追加。 

工程表  
～成果に資する約４５０の施策の計画的実施～ 

本格的なPDCAの確立 
○原則として5月を目途に、成果目標の達成度を軸に 
 施策ごとに評価・開示 
○年央に、評価等を踏まえ重要政策の基本方針を決定 
○複数年にわたり成果不十分な施策等は抜本的見直し 
 （予算措置の縮小・廃止含む） 

着実な実行につながる 
予算編成 

●震災からの復興、福島の再生を最優先 
 
●グリーン、ライフ、農林漁業などの重点 
 分野は、中小企業の活力を活用しつつ 
 府省横断的な横割りの予算配分を徹底 
 
●要求段階から類似施策の重複排除、 
 間接的関係予算の安易な計上排除 
 
●省庁の枠を超えた大胆な予算の組替 
 えに資する編成の仕組みを導入し、政 
 策分野、施策ごとにメリハリのついた 
 配分を可能に。 
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2020年目標  
 
医療・介護、健康関連サービスの 
需要に見合った産業育成と雇用 
の創出 
 新市場 約50兆円 
 雇用創出 284万人 
 

そのうち 
◆革新的医薬品・医療機器、 

 再生医療、個別化医療、及び                   
生活支援ロボットの開発・実用化、 

 先端医療の推進 
 経済波及効果  1.7兆円 
 雇用創出     3万人 
◆健康関連サービス産業 
 市場規模 25兆円 
 雇用創出 80万人 
◆海外市場でのヘルスケア関連 
産業での日本企業の獲得 

 市場規模 約20兆円  
◆日本発の革新的ながん 
 治療薬 10種類程度が治験へ導出
（2017年まで） 
 

2015年目標 
◆創薬支援ネットワークの支援検討
シーズ 累積100件 
◆治験届出件数 800件 
◆新医療機器承認数 30 

◆ヒト幹細胞を用いた研究の治験等
への移行 約10件 
◆機関特区の採択数 25件以上 
◆15万人規模のﾊﾞｲｵﾊﾞﾝｸ 
 整備  （2016年） 

◆医療・介護機関と連携した医療・ 
介護周辺サービス市場 1兆円 

基礎から実用化への橋渡し機
能が不十分 

医療現場と医療機器メーカー
の連携が不十分 
症例集積性が低く非効率な 
臨床試験環境 

【ボトルネック】 

◆がん等の重点領域において優れた基礎研究の成 
 果を実用化につなげる一貫した支援（創薬支援ネッ 
  トワーク） 
◆医工連携による医療機器の開発、海外展開支援  
◆ＡＲＯ(※)機能を持つ臨床研究中核病院等の整備 
◆米国ＮＩＨを参考にした研究開発予算の効率的、 
  一体的な確保・執行 
◆迅速に審査できる体制の強化 

◆薬事法改正等、医療機器・再生医療の特性を踏ま
えた規制改革 

◆iPS細胞等の長期にわたる研究への集中的な支援 
◆先端医療推進の環境整備（「機関特区」の創設等） 

医療機器、再生医療の特性に応
じた規制体系の未整備 

【ボトルネック】 

◆被災地住民を主対象とした健康調査を通じた 
 15万人規模の大規模バイオバンクの構築 
◆健常者・疾患コホート研究やバイオバンクの整備 

個別化医療を実現するための  
インフラ整備が不十分 

【ボトルネック】 

◆生活支援ロボットの安全性等の認証や海外実証 
 等の実施、公的給付への適用も検討 
◆ヘルスケア分野等での国内潜在需要の掘り起こし 

開発・実用化のための環境・安全
認証体制の整備が不十分 

公的保険外の医療・介護周辺
サービス拡大が不十分 

【ボトルネック】 

再生戦略－ライフ成長戦略 

ロボット技術による介護現場への貢献や新産業創出/医療・介護等 
周辺サービスの拡大 

15万人規模のバイオバンク構築による東北発の次世代医療等の実現 

医療機器・再生医療の特性を踏まえた規制・制度等の確立、 
先端医療の推進 

革新的医薬品・医療機器創出のためのオールジャパンの支援体制、 
臨床研究、治験環境等の整備 

は重点施策 

※ＡＲＯ･･･Academic Reseach Organizationの略 
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 ①研究開発の推進と重点化 
  ・ライフサイエンス予算の医薬品・医療機器分野への重点化 
  ・創薬関連予算の効率的、一体的確保及び執行の検討 
  ・がんをはじめ、難病、肝炎、感染症等各分野研究の推進  
  ・研究開発に係る税制上の支援の推進 

 ②中小・ベンチャー企業の育成等 
 ③医薬品・医療機器開発支援体制の整備 
  ・オールジャパンでの創薬支援体制として、（独）医薬基盤研究
所を中心に関係府省・創薬関連研究機関等による創薬支援ネッ
トワークを構築 

  ・医工連携による資金・人材・技術の提供及び拠点の整備により、
医療機器の実用化を支援 

 ④臨床研究・治験環境の整備 
  ・国際水準の臨床研究、難病等の医師主導治験等の実施体制
を有し、ARO機能を併せ持つ臨床研究中核病院の整備 

 ⑤審査の迅速化・質の向上・安全対策の強化 
  ・審査の迅速化・質の向上のためのＰＭＤＡの体制強化 
  ・医療機器の特性を踏まえた規制のあり方の検討 

 ⑥イノベーションの適切な評価 

 ⑦諸外国との連携・グローバル市場の拡大 

 ⑧医療周辺サービスの振興とそれに用いる医療機器開発の
推進 

 ⑨企業競争力の強化 

 ⑩希少疾病や難病などのアンメットメディカルニーズへの対
応 

 ①再生医療 
  ・安全性を確保したiPS細胞等の実用化に向けた研究 
  ・バンクする細胞の規格・標準の確立及び細胞培養施設の基準  
   作成等 
  ・ＰＭＤＡの審査員等の増員・質の向上及び審査基準の明確化 
  ・再生医療の特性を踏えた規制のあり方の検討 
  ・再生医療製品の開発推進と製造・販売産業等の振興 

 ②個別化医療 
  ・ゲノムコホート研究・バイオバンク基盤整備 
  ・医療ＩＣＴインフラの強化 
  ・遺伝情報の取扱いに関する制度のあり方についての検討等 
  ・個別化医療を支える新たな医薬品・医療機器の開発推進 

 

Ⅰ 革新的医薬品・医療機器の創出 Ⅰ 革新的医薬品・医療機器の創出 Ⅱ 世界最先端の医療実現 Ⅱ 世界最先端の医療実現 

 ①大学、ナショナルセンター等が連携したオールジャパンの研究
連携体制の構築 

 ②知的財産戦略の強化 

 ③情報通信技術の活用・ネットワーク化による医療サービス・技術
の高度化 

 ④医療イノベーションを担う人材育成 
 ⑤特区制度の活用 
 ⑥国民への普及啓発 

Ⅲ 医療イノベーション推進のための横断的施策 Ⅲ 医療イノベーション推進のための横断的施策 

 ・臨床研究中核病院における治験等の特例の検討 
 ・医療イノベーションに対して、治療効果及び様々な観点から評価 
 することの検討 
 ・ヘルスケア・医療のあり方に関する検討 
  

Ⅳ 戦略期間に新たに議論する必要のあるイノベーショ
ン推進方策  
Ⅳ 戦略期間に新たに議論する必要のあるイノベーショ
ン推進方策  

目標：超高齢化社会に対応した国民が安心して利用できる最新の医療環境を整備するとともに、医療関連市場の活性 
    化と我が国の経済成長を実現し、日本の医療を世界へ発信すること 

医療イノベーション５か年戦略 概要 
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革新的医薬品・医療機器の創出 
① 研究開発の推進と重点化 
 ・ ライフサイエンス予算の医薬品・医療機器分野へ
の重点化 
 ・ 創薬関連予算の効率的、一体的確保及び執行の
検討 
 ・ がんをはじめ、難病、肝炎、感染症等各分野研究
の推進  
 ・ 研究開発に係る税制上の支援の推進 
② 医薬品・医療機器開発支援体制の整備 
 ・ 関係府省・研究機関等による創薬支援ネットワー
クの構築 
 ・ 医工連携による、医療機器の実用化を支援 
③ 臨床研究・治験環境の整備 

 
・先制的な医療や予防から終末医療に 
 至る包括的ケアなど、ヘルスケア・医 
 療のあり方に関する検討 
 
・新医療技術、新薬、新医療機器など 
 をさまざまな意義を含めた幅広い観点 
 から評価することの検討 

＜分野横断的施策＞ 
・ 審査の迅速化・質の向上・安全
対策の強化（ＰＭＤＡ強化、レ
ギュラトリーサイエンス推進な
ど） 
・ オールジャパンの研究連携体
制の構築 
・ 情報通信技術活用による医療
サービスの高度化支援 
・ 医療イノベーションを担う人材
育成 
・ 医療イノベーション推進におけ
る特区制度（国際戦略総合特区
等）の活用 
・ 医療イノベーションに係る広報
活動の強化 

市場の拡大 

新技術の推進 

＜再生医療＞ 
 ・安全性を確保したiPS細胞等の実用化に向けた
研究 
 ・バンクする細胞の規格・標準の確立及び細胞培
養施設の基準作成等 
 ・再生医療の特性を踏えた規制のあり方の検討 
 ・再生医療製品の開発推進と製造・販売産業等
の振興 

＜個別化医療＞ 
 ・ゲノムコホート研究・バイオバンク基盤整備 
 ・医療ＩＣＴインフラの強化 
 ・遺伝情報の取扱いに関する制度のあり方につい
ての検討等 
 ・個別化医療を支える新たな医薬品・医療機器の
開発推進 

好循環の形成 

・海外展開 
 医療サービスと医療機器が一体と 
 なった海外進出のための環境整備等 
 
・医療周辺サービスの振興 
 公的保険によるサービス外の医療・ 
 介護周辺サービスの創出 

最新の医療環境の整備 

市場拡大への期待 新規参入・投資の呼び水 

            医療イノベーション５か年戦略 好循環の形成向けて 



革新的医薬品・医療機器の創出 

＜医薬品＞     

・創薬関連の研究開発予算の効率的、一体的
な執行確保 

・オールジャパンの創薬支援体制（創薬支援
ネットワーク）整備 
・臨床研究・治験環境の整備 等 
 
＜医療機器＞    
・医工連携推進による医療機器の実用化 等 
 
＜医薬品、医療機器等共通分野＞ 
・審査の迅速化・質の向上・安全対策の強化 

再生医療の実現 

再生医療の迅速な実現に向けた、基礎から臨
床段階まで切れ目ない一貫した支援と再生医
療関連産業の基盤整備 

個別化医療の実現 

東北メディカル・メガバンクを中心としたコホート
研究・バイオバンクをオールジャパンで連携し、
個別化医療等の実現を目指した取組を推進 

高齢者・障がい者や介護現場のニーズに応えるロボット等 

革新的医薬品・医療機器開発等に係る 
中小・ベンチャー企業の育成等 

医療・介護と連携した健康関連サービス産業の 
成長促進と雇用の創出 

医療の国際化推進 

文科 厚労 

経産 総務 

文科 厚労 経産 

経産 厚労 文科 

文科 厚労 総務 

総務 文科 経産 

経産 

経産 

厚労 

厚労 

厚労 経産 

環境 

外務 

外務 

総務 

日本再生戦略 各府省の施策を一体的に運用 
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基礎研究 応用研究 臨床試験（治験） 審査・承認 保険適用 

基礎研究 実用化 

④創薬支援ネット
ワークによる実用
化支援の強化 
医薬基盤研を中心に、理
研、産総研等の創薬支
援ネットワークを作り、国
内の優れた研究成果を
選んで、応用研究を支援
し、企業による実用化に
つなぐ。 
これらの業務に必要な体
制の構築を行う 
（２４年度から取組開始。２５
年度中に連携・協力体制の
形成及び研究支援・助言機
能等の強化、２６年度ﾈｯﾄﾜｰ
ｸ構築の完了） 

⑤ベンチャー育成 
資金支援、相談事業、マッチ
ング支援等の実施 
（24年度以降継続的実施） 

⑥ARO機能を併

せ持つ臨床研究
中核病院の整備 
質の高い臨床試験を
行えるように、専門性と
必要な機能を集約した
センターを核に複数病
院をネットワーク化し、
大規模臨床試験を効
率的に実施する体制を
構築。 （２５年度までに 

１５か所整備）       

⑦迅速に審査
できる体制強化 
ＰＭＤＡ審査員の増
員、相談機能の拡充。
ＰＭＤＡの役割にふ
さわしい財政基盤に
ついて、検討・措置。 
（２４年度から実施）  

審査における欧米・
アジア等との連携 
（２４年度から実施） 

 

①研究資金の
集中投入 
重点分野への集中
支援。（24年度から実
施） 

②研究予算の
一体的な運用
の仕組み 
米国ＮＩＨを参考に、
創薬関連の研究開
発予算の効率的、
一体的な確保及び
執行の検討。 （24年
度から検討開始し、26
年度までに措置） 

③研究開発に
係る税制上の
支援の推進 

【医薬品】 

⑧イノベー
ションの適
切な評価 
保険適用の評
価に際し、適
切にイノベー
ションを評価
（２４年度以降継
続的実施） 

 

基礎から実用化まで、弱点を補強し、一貫した支援を 

実施することで創薬力を強化。特に、がん分野を重点化
支援し、がんの新薬を生み出す創薬基盤を強化 

（※がん治療等の評価を行う基盤整備のため、が
ん登録の法制化を目指す（25年度までの達成を目指す） 

            医療イノベーション５か年計画（医薬品） 
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（課題） 
・大学の基礎研究を実用化につなげる途中段階で資金切れ 

・「３万の化合物から１つしか薬にならない」ほどリスクが高いので、企業につなぐ役割が
必要。欧米は主にベンチャー企業がその役割を担うが、日本はその機能が弱い。 
 
 
 
  

 
     

実用まで 
１０～２０年 

１つの薬ができる 
のに必要な 
化合物数 

３,１１６ ３０,５９１ ４ １ 

基礎研究 応用研究 臨床試験（治験） 審査・承認 
保険適

用 

（取組） 

・厚労省の医薬基盤研を中心（本部）とする創薬支援ネットワークを作り､国が研究開発
費を支援。 
  ①国内の大学等のシーズから有望シーズを選定。実用化戦略を策定 
  ②各公的機関等（産総研、理研等）は必要な研究を行うなど、連携し協力   
  ③化学合成、薬理・毒性評価を行い、企業の開発につなげる 
 
 
 
 
 
 
 
 

大学
等 

本部 
（医薬基盤研） 

・テーマ選定 
・戦略策定 

各公的
機関等
で必要
な研究 

化学合成 
バイオ薬 
評価 

製薬会社 

            創薬支援ネットワーク（基礎から実用への橋渡し強化） 
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  コアセンター 
※臨床研究中核病院等 治験の効率化 

バーチャルな 
病院ネットワーク 
（企業から見ると 
全体が一つの 
病院として機能） 

企業 

ワンストップサービス 

各病院で試験実施 

臨床研究の質向上 

大学など 
アカデミア 

（課題） 

・初めてヒトに投与する治験では、国内で企業が安心して臨床試験を実施できる施設が少ない 
（例えば緊急時対応、専門的アドバイス、マネジメントが脆弱） 

・海外とくらべて病院の規模が小さいため、臨床試験実施が分散化して非効率（症例数を集めるた
め、多くの病院との契約が必要等） 
・難病等の治験や質の高い臨床研究を国内で実施できる施設が少ない。 

（取組） 
・専門性と臨床試験の効率化に必要な機能を集約した臨床研究中核病院等のコアセンターを設置 
・コアセンターを核に複数の病院をネットワーク化し、バーチャルな大規模病院を形成。 
・ワンストップサービス機能を作る（企業側は複数病院での治験が１つの窓口で）。 
・難病等の治験や質の高い臨床研究を積極的に実施。 

ＡＲＯ（Ａｃａｄｅｍｉｃ Ｒｅｓｅａｒｃｈ Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ）機能を併せ持つ臨床研究中核病院の整備 
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④医療機器の特性
を踏まえた規制のあ
り方の検討 
医療機器の特性を踏まえ、
薬事法の改正・運用改善
を検討 
（２４年度から検討を開始し、
次期通常国会までに法案提出
を目指し、すみやかに実施） 

【医療機器】 

基礎研究 実用化 

要素技術 

要素技術 

要素技術 
技術の 
融合 医療現場のニーズに

基づき改良改善 

審査承認 市場拡大 

⑦海外展開支援 
医療サービスと医療機器が一体化となった海外展開の推進・基盤の整備。あわせ
て外国人患者の受け入れ環境を整備（２４年度からも引き続き実施） 

⑧周辺サービスの振興 
医療機関等と民間事業者の連携により多様なニーズに応える、公的保険による
サービス外にある医療・介護周辺サービスの創出を支援（24年度からも引き続き実施） 

日本のロボット技術を今後の高齢化社会に活用するため、開発実用化のための環
境整備を推進（２４年度に分野特定、25年度に開発実証環境整備。27年度から製品化された
製品を普及できるよう、普及策を24年度から検討） 

①医工連携による橋渡し
支援の拠点を整備 
医工連携で、資金・人材・技術の
提供・共有を効率的・効果的に行
う拠点（医療クラスター）を整備し、
医療機器の実用化を支援 
（２４年度から実施） 
 

②医工連携の医療機器
開発支援 
中小企業と病院の共同開発の 
支援を強化（２４年度から実施） 
 

③臨床試験の拠点整備 
医療機器の臨床試験の拠点を 
整備（２４年度から実施） 

⑤迅速に審査で
きる体制強化 
ＰＭＤＡ審査員の増員、
相談機能の拡充。審
査ガイドラインの拡充。
ＰＭＤＡの役割にふさ
わしい財政基盤につ
いて、検討・措置。 
（２４年度から実施） 

保険適用 

⑥イノベーショ
ンの適切な評
価 
保険適用の評価に
際し、適切にイノ
ベーションを評価 
（２４年度以降継続的
実施） 

          医療イノベーション５か年戦略（医療機器） 
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（課題） 

・医療機器は、医療現場のニーズや医師の使い勝手等をもとに、改良・改善を重ねな
がら開発を進めていく、医薬品と異なる実用化への進め方。 

・しかし現在の薬事法では、必ずしも、このような医療機器の特性を踏まえた規制体系
になっていないため、開発途中に時間を要することが多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 
    

開発者 医療現場 

改良・改善を繰り返しながら開発 

 (取組) 

・医療機器の特性を踏まえ、医療機器事業者団体等関係者の意見も十分に聴取しつ
つ、薬事法を改正 
  ・薬事法内で、医薬品と医療機器を別章立て（法律の名称変更も検討） 
  ・機器の実用化が進むような改正（後発医療機器の審査で登録認証機関を活用 
    した承認・認証制度の新設、機器に用いるソフトウェアの扱いの明確化 等） 

              医療機器の特性を踏まえた規制の在り方の検討 
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②再生医療の特性を
踏まえた規制のあり
方の検討 
再生医療の特性を踏まえて
実用化を促進するため、薬
事法等における担当範囲を
明確化すると共に、再生医
療の安全性の要件等規制の
仕組みを検討 
（２４年度から検討開始し、すみ
やかに実施。） 

【再生医療】 

基礎研究 実用化 

基礎研究 
・ｉＰＳ細胞 

・体性幹細胞 
等 

審査承認 ・医療 
・産業化 

④インフラ等の国
際標準化の取得 
評価手法・細胞培養施
設、ｉＰＳ等の細胞ストッ
クなどの基準作り・国際
標準取得支援の強化。 
（２４年度から実施） 
 

⑤再生医療関連
産業の振興 
再生医療製品の製造
技術の開発支援等によ
り、周辺産業も含めた関
連産業を振興。  
（２４年度から実施） 

③迅速に審査
できる体制強化 
ＰＭＤＡ審査員の増
員、相談機能の拡充。 
審査ガイドラインの拡充。

ＰＭＤＡの役割にふ
さわしい財政基盤に
ついて、検討・措置。 
（２４年度から実施） 

 

①長期間を要する研究
への支援 
１０年程度で世界最先端のｉＰＳ
細胞等の安全性や標準化の確
立を目指す研究に対して、これ
までの支援による成果や、再生
医療実現に向けた進捗等を踏ま
えつつ、集中的に支援を行う 
（毎年度実施） 

臨床試験（治験） 応用研究 

            医療イノベーション５か年戦略（再生医療） 
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ゲノム情報 

健康情報 

疾患ｺﾎｰﾄ 
健常者ｺﾎｰﾄ 
ﾊﾞｲｵﾊﾞﾝｸ 
(ﾒﾃﾞｨｶﾙｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽ) 

患者個々人の診療情報・生体情報
に基づいた医療（個別化医療） 

個人が自分の医療・ 
健康情報にアクセス 

個々人の健康情報・生体情報
に基づいた予防（個別化予防） 

革新的な医薬品 
開発の研究基盤 

【個別化医療】 コホート研究 
バイオバンク 

ゲノム研究 

（東北地方の医療復興のために、先進的に取り組みを開始（東北メディカル・メガバンク計画） 
（２４年度以降も引き続き実施）） 

①ｹﾞﾉﾑｺﾎｰﾄ研究・ﾊﾞｲｵ
ﾊﾞﾝｸ基盤整備 
健常者／疾患コホ－ト研究やバイ
オバンクを整備・連携、メディカル
インフォマティクス機能等強化 
（東北メディカル・メガバンク計画
を中心とした連携構築） 
（２４年度から検討開始） 

③遺伝情報の適
正な取扱い促進 
遺伝情報の取り扱い
に関する課題を検討 
（２４年度から実施） 

②医療ICTｲﾝﾌﾗ強
化 
東北メディカル・メガバンク
計画をはじめとするバイオ
バンク・コホート研究を支
える医療情報連携基盤
（EHR）を整備（２４年度以
降も引き続き実施） 

④個別化医療を支える
医薬品(診断)・機器の開
発推進 
分子標的薬とコンパニオン診断薬
の同時開発・評価手法に関する
研究推進。特に新薬について、原
則同時審査の体制を整備 
（２４年度から実施） 

診療情報 

【個別化予防】 医療ICT 

             医療イノベーション５か年戦略（個別化医療） 
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